
＞ ネあ楊すすぶ津干潟友の会方支左く

「
マ
り
木
1

1

、
ば
ん
ず
五
ノ
｜
リ
て
／
L

。

パ
タ
／
＼
〉
」
周
に
は
た
め
き
、
向
山
〉
」
を
め
目
、
寸
一
寸
J

五
r
l
h
瓜
マ
ん
の
倉
八
旬
、
ん
介
於
一め
マ
く
A
川
、
長
塚

マ
ん
介
比
例
リ
付
け
γ
L
用
者
忠
之
L
、
、
官
防
木
清
介
丁
夜

、
友
り
ス
え
の
え
木
Z
ざ
ム
ハ
｜
＼
「
k

く
爪
ま
（
官
ヘ
。

l

l

l

 方、

ノC

ま
す
。

一
週
リ
介
オ
リ
の
人
や
、
子
侠
た
ち
さ
牛
似
つ
寸
〈

れ
ま
ー
だ
。

や
っ
ぱ
り
、
一
夜
介
へ
、
ゾ
ポ
、
〆
と
い
ゴ
オ
久
ゴ
ス

景
気
が
づ
却
で
ま
す
人
？
。
こ
ホ
オ
ヴ
は
、
’
各
日
時
日

、ど
l

（
マ
体
日
ご
γ
」
い
い
、
こ
の
谷
津
干
潟
茨
句
会

の
殺
介
っ
フ
ロ
ー
ネ
の
パ
川

3

在
l』

qvvk主
す
ますノ。

大
町
ん
志
向
河
つ
マ

L
ま
ヲ
た
甘
寸
は
い
う
。
夕
方
正
〈

で
す
。
風
船
岡
ば
湿
ホ
パ
介
っ
た
介
、

こ
の
崎
両
い
本

て
同
え
、
日
明
介
冷
た
く
ぶ
フ
7
L
く
7
d
の
？
す
ノ
＠
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ヲ苧ヨσ〉だ＼．， ア↓夕〆句人・んだ、け℃、、

づ
L
K
ね
一い
介
唾
フ
。

ピ
ム

ヴ

ノ
ヘ
＼
i
北
山
内
の，
吹
く

フ
プ
ク
L
A
ハ
そ
芝
～
ぐ
れ
た
。

何
一
ト
ヨ
コ
／野
？
芝
、

Y
の
日
の
天
気
代
ょ
っ

実
川
一
ぱ
は
、

リ
介
に
ど
し
マ
十
心
部
～
れ
｝ゾ
7
う
代
。

jを

に

－眠
気
，
の
よ
衣
り
臼
は
、

νlう
に
官
八
五
3
9

子
供
た
ち
に
〉」フ「

L

一ば
、
総
鮮
の
、見付
一坊
に

て
フ
一
（
モ
↑
勾
〉
だ
一
介

瓜リ、
7
7
、
ヨ
シ
野
ζ
責－
E
K
4
A
マ0

．人／ 

/J 

忍
つ
マ
リ
ウ
＼
d

。
や
宍
h
h
，J
X
介
サ
／
＼
土
白
之
た
寸
L

マ
ル
ア
リ
六
ハ
リ
、

大
事
／で
え
リ
’ま
勺
フ

マ
リ
3
。

一一一一一一一一一一ーっ
こ人手セまiノ ア~l＂ 在、昨ヰ、 .itオヨ矛宍 ｜ 

｜る
リ、セッカ、ヒ／でリの営巣オ：認認で札た。 ｜ り

わゆ3たわ。 i~
の将~
1人、．it 
家
／？ 子
；耳伏
す 7ミ
Y ず
う し
六、在

ラ

府川夜
3
A
d
件
リ
マ
ホ
寸
L
7
t
d

け
パ
爪
亡
、
本
は
ど
f

う
忍

フ
マ
け
ま
す
。

応
問
く

X
こ
づ
に
よ
コ
Y
」
、

根
か
ら
な
き
も
の
な
り

宏、リ

k
b間

刊
の
吹
り
寸
い
り

7
時
？
芝
、

こ
の
中

に
入
ゴ
γ〕

、

紫
外
あ
フ
た
弘
つ
り
の
で
す
。
問
問
一介

釆
右
く
寸
、
日
品
ハ
ポ
・
力

／
＼
＋
め
た
ま
オ
い
つ
で
す

。
数
奇
洞
単
伐
の
ス
オ
メ
の
済
斤
、

月
八
下
釆
7、

Aマ

ペ7
-r, 

"J" 

ヨ『『
／
に
固
ま
水
た
、

れ
ん
と
な

草
の
空
児
は
眠
川
，犬
介’

R
人
で
内
山
本
六
ぽ
フ
ミ

ι

介
、
谷
孝
寸
溌
の
ま
の
リ
に
は
少
な
い
リ

固
ま
ホ
た
空
間
パ
ハ
い
は
、

4
4
1’

3

．
 

ょ
う
六
。

『
／
べ
リ
ヤ
の

六
ツ
介
h
hノ

nA
に
来
寸
L

いっ
て
U

コ
ミ
ミ
オ
ク
在
、
、
ヮ
ッ

ラ
／
｛
＼
l

｜
＼
広
斤
片
ぷ
ま
、
γ
」て
J

人
？
？
ハ
リ
『
く
ヴ
。
昨

ヰ
ー
の
向
い
明
、

め
っ
た
に
見
ハ
フ
バ
爪
β
リ
－
ト
一
7

II 

4
7
ゴづ

L
B

人
工
、
太
唱
の
数
枚
サ
マ
、
は
、

二
知
識
の
大
波
探
の
大
相
就
介
。
ユ
殺
介

あ
ゴ
勾
甲
板
の
え
～ω
i
f
m類
一
項
？
す
忍

ぁ
．
す
人
寸
、
ぇ
テ
ス
ト
7

て
ノ
ア
つ
の
は
、

元
同僚
時
代
の
欽
舞
伎
の
名
優
・

坂
田
藤
十
郎
の
芸
談
を
記
録
し
た

E

「
耳
塵
集
（
に
じ
ん
し
ゅ
う
）
」

－
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
一
条
が

－
あ
る
。

d

i
－－
も
し
貧
し
う
し
て
、

金
銭

＝

ほ
し
き
隊、

金
銀
は
泌
み
て
も
有

’

視じ

生
徒
介
ご
人
く
い
フ
リ
カ
リ
パ
－
フ
り
々
／
介
、

る
ベ
し
。

ま
た
道
な
か
に
浴
ち
て
根
っ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
盗

も
有
る
べ
し
。

狂
言
ば
か
り
は
、
み
た
く
て
も
、
拾
い
た
く
て
も
、

浴
ま
ん
と
思
い
て
も
、
拾
わ
ん
と
も
と
も
と
仔
在
し
な
い
も
の
だ
。

思
い
て
も
、
ね
か
ら
な
き
も
の
な

’
と
と
の
道
組
が
わ
か
ら
ぬ
者
は、

り
。
と
の
こ
と
知
ち
ぬ
は
、
文
旨
限
の
見
え
な
い
洛
第
役
者
だ
ー
ー

な
る
下
手
の
役
者
な

り

。

と

、

ま

あ

そ

う

い

う
意
味
の
文
章

終
・
成
・
尚
一
の
す
更
を
巧
3

解
説
の
必
要
な
む
つ
か
七
い
文
京
、
「
狂
言
」
つ

ま
り

乏

－
 

J

4

un

｛
ニ
－J

ト
ー
へ
旨
二
習
で
は
あ
る
ま
い
。
人
間
二
口
し

『
置
を
「
根
か
ら
な
き
も
の
な
F
T

赤江

又
’
、
干
の
進
む
能
力
介
あ
す
介
左
同
ん
コ
為

六．
ど
l
l
マ
践
に
ア
、

rq’戸
｝
人
の
ぎ
の
て

伴
リ
マ
3
．

ノ丈ぉ主人．りと制限すホl;t'、
貧
乏
で
金
銭
が
な
く
て
も
、
ほ
し

け
れ
ば
期
間
む
と
と
も
で
き
よ
う

し
べ
道
で
拾
え
る
と
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
芝
居
と
い
う
も
の

は
、
盗
も
う
と
思
っ
て
も
、
拾
お

う
と
思
っ
て
も
、
と
れ
ば
っ
か
り

は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
芝
居
は
、

り
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
と
と
ろ

が
、
卓
見
で
あ
る
。
芝
居
は
創

造
。
創
（
つ
く
）
る
も
の
。
創
り

出
さ
れ
る
も
の
。
ど
ん
な
に
ほ
し

く
て
も
、
盗
ん
だ
り
拾
っ
た
り
し

て
手
に
入
る
も
の
で
は
な
い
。
自

分
で
創
り
出
す
も
の
だ
。

隊
十
郎
は
芝
居
に
つ
い
て
諮
っ

て
い
る
の
だ
が
、
と
れ
は
「
狂

言
」
だ
付
に
限
る
ま
い
。
現
代
わ

れ
わ
れ
の
身
辺
で
も
、
と
の
言
葉

は
興
味
深
い
。
右
に
な
ら
え
左
に

な
ら
え
で
、
創
造
と
い
う
ご
と
を

忘
れ
き
り
、
盗
ん
だ
り
拾
っ
た
り

し
て
間
に
合
う
人
生
を
生
き
て
い

る
人
間
た
ち
の
な
ん
と
多
い
と
と

か
。
人
は
白
紙
。
・
人
生
は
自
生

地
。
自
分
で
な
け
れ
ば
鎗
け
な
い
・

絵
を
そ
の
よ
に
描
い
て
ほ
し
い

’色
d

私
は
思
う
。

爆〈作 a,)

毎
日
新
向
矛
川
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4
1
ゑ
の
改
－ゼ立ロ

’
え
い
が
ぺ
北
げ
さ
え

寸
指
紋
斤
笹
川
く
な
っ
ち
ゃ
り
ま
L
た
よ
、
森
田

ざ
ん
＼
す
リ
減
づ
大
ノ
や
J

ま
し
た
1
1

l
L

。

そ
う
、
最
剰
に
気
列
リ
寸
、
以
に
、
一
言
っ
た
の
は

、
浄
土
の
す
m，木
世
司
丑
々
で
あ
，マ
ヘ
、
一
色
め
A

爪
寸
、
和
A

F
」
改
め
づ
k
A
寸
左
同
ん
た
。
や
は
り
無
介
っ
た

Q

ノ
ヮ

ぺ－フ日州、円、
V

ソ
ル
、
ゾ
ル
一
ア
、
Jν

↑
ふ
り
？
お
す
。

昨
ー
め
ん
牛
始
め
の
崎市、主力
3
。
山
ダ
ヨ
三
寸
目
の

前
。
ム
ケ
は、

1
谷
津
干
潟
ク
リ
｜
、
ゾ
作
軟
～
ミ
ノ
ル

穴
巴
し

γ
」L
寸
あ
ま
介
、
そ
の
一
四
〈
〉
守
、
二
は
、
谷
凌
，

－
十
潟
？
、
最
大
最
一疋
の
ゴ
ふ
＼
持
「
L

一
場
、
不
茨
投
↑
べ

物
の
ム
で
あ
っ
た
。
鼠
の
背
よ
り
だ
に本
一リ
ム
介
囚

ヘ／
さ
あ
っ
た
。
ヌ
、
年
一
九
・、左
’業
一五一
’七＼一的
介
え
リ

説
パ
乏
一
一
ノ
田
教
、
ワ
ぽ
リ
、
北
状
況
下－り
、
敷
で
ヲ
v
めい『
ノ爪

寸
け
た
。
マ
ホ
の
み
広
い
勺
／
ず
、
足
ーλ
十
ふ
け
り
所
、
づ

ま
り
、
干
潟
の
出
l

、
メ
面
下
土
の
下
に

E
λ
っ

七ハ。段
、
入
カ
ス
、

一次
、
反
本
む
介
、
十
一
の
下
？
習

z

k
l寸
川
十
円
九
千
一
ん
な
所
』
v
p

」
、
彼
γ
」
私
は
、
ゴ
ム

ん
T
A灰－
X
E
J
K

ぐ
フ
之
介
h
k

づ
け
、
ク
マ
、
ん
寸
マ
オ
フ
ぱ

リ
マ
、
く
す
JL
、
ハ
集
め
、
ス
コ
リ
プ
？
す
く
7

寸

か
へ
交
℃
エ
ノ
、
ヮ
後
に
づ
み
寸
り
rh。
払
叫
ん
い」も
日

寸

Z
3。
Y
」／＼代、

ハ
ナ
ヰ
ナ
一

R
介
守
ノ
、
八
十

一
キ
三
周
に
介
け
寸
は
精
力
的
に
作
業
ー
た
。

ク

「〈ムナヴ
しノケフ
ぱ
く
の
寸
、
ガ
一ア
ス
、
ク
ヤ
針
金

、
候
局
、
秒
、
下
位
ヤ
力
ワ
ラ
の
今
げ
い
ヲ
ガ
γ）下
山
収

リ
、
判
明
や
体
に
当
た
コ
。

二
人
〉
］
芝
、
一
頃
卜
九
千
ゐ

ぐ
リ
之
介
心
リ
、
必
ず
サ
、
J
m

ソ
ラ
ス
ア
一
フ
げ
た
。

分
声
工
J

i

斗
J

A

A

ナ
必
死
、
？
を
向
区
五
／＼
穴
介
系
リ

寸

L
L
ま
リ
、
こ
本
又
交
え
γ
」官八一
リ
替、人
寸
いリ
介
ゐ

M
M
忍ハ
ヘノ
広
一
介
フ
た
。

十
7
ウ
ぶ
矢
内
湖
、
一
日
に
十
介

ハヲ
五
十
ぐ
い
ノリ仰
は
っ
た
。
花
ード
℃
h
N『
肢
で
あ
フ

τぃ

。
同
ト
時
氏
、
干
潟
の
あ
、
ぺ
、
ゾ
ナ
の
大
寸
一色子－

ホ
Y
M
は
h
引
の
日
（
一
日
曜
・
休
白

）
に
滞
持
17

－ゃっ

寸
リ
宍
の
叩
L

あ
コ
。
－
メ
、
ム
品

R
T
一
一
一
に
時
－
の
つ
り

｜、
／作
品
特
カ
日
に
司
、
主
協
の
人
た
す
に
慨
均
し

寸評」いヘ
ノコ

寸
り
た
。
枕
引
い
リ
作
業
一六。

彼
e
V
）私一み
知

十べ＼

’激
i
ソ
杢
吻
働
は
、
訟
、
米
本
川
。

一
一聡
草
巴
度
防
れ
た
十
ア
ウ
掛
への
ム
介
、
堤
防

の
下

に
均
に
川
町
Z
A
L
寸
ン
パ
。

、王位府
代
子
、本
木

一一石
代
近
、一

L
ノ
つ
お
へ
の
乏
の
こ
三
段
b
A
に
す
3

五
、
心
配
す
コ
ぷ
L
V
」、一コロフ「

k

j

・た。

そ
の
頃
、
忍
木
君
辺、

介
l
いい之、
ゾ
℃

L
2め

ヨ
ム
丸
紅
に
ア
ル
勺
イ
ートに
二
川
つ
た
。

d

’

・

／

l
t
－

一

／

d

J

I

そ
こ
寸
」
人
ぺすす

に
サ
ィ
、
d
－

L

マ
‘
最
後
に
代
向
－殺
さ
拘
引
l
＼

寸
L

／丸
山川℃

痛
だ
れ
た
。
府
（
だ
。
向
げ
肉
付
＼
リ
ハ
γ
リ
で
あ
っ
た

9

ムケムね
の
人
介
、
－

4b
や
、
君
川
、

民
ハ
液
汁
弘
司

石
け
い
？
忍
リ
引
け
つ
ーしと、

τフ
た
γT
ラ
ペ
彼
、

〉7
ん
な
パ
均
広
、
と
た
リ
忍
介
H
ノ
命
令
の
お
き
見

た
γ
」の
ミ
〉」

q

烹
介
っ
た
の
、
寸
す
。
－
K
よ
、
〉
オ
忍

リ

αで
、
お
紋
－庁胤日
〉
寸
コ
誌
で
用
左
足
L
た〉い

い
う
。
寸
一
ム
牛
後
の
占
ー
に
砂
ず
〈
ゴ
の
寸
、
ス
コ

ノ

ヴ
プ
や
ク
マ
今
、
変
ア
持
フ
ヂ
ハ
ハ
リ
（
寸
作
業
L
寸

リ
コ
向
い
い
、
4
寸
袋
り
山ーで
す
斗昨
／フ
寸
り
た
の
かハ。
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C
の
女
の
子
、
谷
津
平
潟
に
は
よ
く
散
水
氏
来

3

γ
」
ソ
フ
。
足
く
の
秋
湾
団
内
氏
住
人
で
リ

3
。

今
日
は
、
吸
の
／
八
、

k
y－－の人
X
U
フ

L
ょに、

由民川

Z
見
に
ヰ
れ
た
の
？
あ
3
0

ご
こ
山
川
谷
津
干
潟

だ
γ
」
ソ
フ
ミ
て
は
、
さ
う
崎
ん
広
知
つ
「
L

リ
た
。

手川ノ
一

ど弐
寸
』

＼

一
犬手

4
f
b
 

J
千九

士
ぃ
＼
つ

討
戸

けい
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必
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b
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足えi工、、 今まで、みんな赤字で Lた

ふ、
づ、
人

と？
介163号

だ」
1
・
＼
広
介
、
当
時
入
会
l
寸
り
＋
に
団
体
め
ノ、れ知性依の

一
員
、
あ
3
り
は
会
員
Y

」l
て
γ
〕
〉
」
ま
コ
マ
リ
だ
に
ノ
、

狐主
EV無視が」広，，く、

y
l
T、
こ

A
X
リプ

7
「示

中

L
Zぷ
す
こ
℃
W
Lぷ
介
フ
た
て

J

う。

で
在
、
干
の
代

y
、－
ア
1
7ル・川、、、
v
AY
芝
、
ー
フ

ロ
l
え
の
小
を
し
芝
、
相
似
あ
3
リ
3
く
忍
肴
液
芝
、

谷
津
干
潟
差
点
在
、
ク
リ
｜
、
／件
戦
芝
、
コ
ア
ジ
サ

コ

7
1－A7
い
リ
・
コ
ー
リ
の
婆
－脅
す
『
芝
、
婦
な

主
寸
対
で
の
り

τ人
志
ご
〉
〕
芝
、
セ
イ
タ
カ
ア
ぞ
の
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友
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介
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介

e
h
h

ノ最
後
ま
で
、
み
ん
本
J
木
守
し

だ
っ
た
。
燃
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潟
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介

L
「
L
ゆ

v爪
3
ミ
ゾ
〕
芝
、
併
に

リ
ヲ
ば
人
大
事
な
そ
の
Y
U
（
「
l

山来た。

す
持
、f・
s

・－－Lこ
の
、
万

｜守i2.2.19

谷

津

干

潟

愛

護

研
究
会
一
仰

市
川
市
本
北
主

一
l
ご
一五

l
六
一

d

－T
却

電
話

8
5
71’一一一八｜六六六ぺ
一札更

縮
条
森
白
三
時
一
会
倉'I 干l
1qgo.6.3 

八
牛
肉
、
取
の
ゃ
ん
の
安
ヲ
マ
い
は
、
会
ム
ー

ゅ
、
方
針
、
会
員
γ
」
り
う
こ
〉
）
や
そ
の
失
の
ズ

ミ
の
荒
貝
で
は
広
介
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。
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＼
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℃
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仇
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仕
立
4
3
4
川
、
ど
、
フ
L
たに，

J

金
太
コ
介
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＼
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介
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＋
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＋
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司
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↓
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潟
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司
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っ
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旬
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｜
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叶
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、
情

人
な
又
っ
て
喫
ん
l
た
L
X恒
川
つ
寸
リ
ヨ
の
で
す
。

オ
り
ベ
寸
ヨ
ベナ
ョ
パ
ソ
の
芯
せ
っ
か
リ
か
さ
ル
バ
爪
ま
吃

人
介
、
森
岡
は
、
h

同』冷
一の
事
の
か
く
喫
ん
L
、〉匂，・1L

て
よ

3
こ
ん
寸
リ
を
十

J

。

え
墳
、
S
A
リ
心
か
晴
氏
ふ
り
日
介
句
介
っ
た
L
、

将
介
に
気
介
す
夜
、
之
、
問
4
4
V
L
Lた
ミ
V
」
モ
お
リ
ま
し

た
。
マ
フ
ゼ
、
ν
？
の
せ
り
X
ソ
フ
こ
〉
）
乞
一
回

h
A

フ「
L

介
、
介
九
万
六
人
ご
Y
）
尽
か
け
ノ
、
色
タ
叩
し
さ
以

外
芯
ほ
ど
、
ミ
人
司
魚
マ
ん
の
こ
vu
？にづ
l

爪
ー
で
芝

尽
い
＼
市
介
こ
だ
の
知
’
く
よ
3
こ
ん
が
ト
の
庁

7
フ。

斗ゲ
ホワ
小
で
、
何
台
が
一
子
一
気
一
介
湯
川
「
l

、
↑
マ
ミ
上
に
。

三
人
の
オ
、
「
ご
す
〉
，T
う
マ
ま
で
L
4
A
L
＠
又
ノや
り

ま
す
7
0

県木兎妻ーでF人、見久米為～守人、＝官四千Y健弓ー守人、ぜん志、 2色、め｛，いてうご、サリます。
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交
と
つ
J

二
千
五
え
以
よ

E
v一刷
φ
、

え
丈
な
干
潟

広

Z
、
ど
ん
ぶ
〉
u

こ
斤
気
持
川
U

〈
づ
＼
わ
フ
〈

ヶ
あ
フ
十
ぺ
～愉
ス
の
こ
〉し
で
あ
ゴ
。

リ
ル
ム
来
人
介
志
点
J
I

－
－
し
な
せ
之
、
、
淳
、
ョ
ロ
宍

主
A

，の
、
沖
の
オ
ヘ
塁
そ
り
に
作
フ
十
だ
時
。
J
A

ヨ
リ
回
入
京
市
リ
L
広
マ
～
吃
り
め
ぐ
い
つ
L
h
ゼ
の
だ

介
な
怜
っ
マ
り

3
所
〉
〕
、
水
面
汁
に
ノ
干
潟
の
仏
ム
寸
り

3所
沖

、

入
り
乱l
J
爪
た
よ
う
に
る
フ
寸
、

昼
間
の
阜
、
い
い
の
干
泡
介
あ
フ
た
－

子
供
の
ん
ル
は

回
ハ介
リ
フ
ば
り
〉
〕
ム
小
ん
の
す
ぷ
身
l

ー

つだ
’p
v
T爪
寸
、

↑
め
フ
寸

JZん
ナ
マ
マ
〈
っ
た
り

リ
マ
ノ
ん

ム
勺
攻
守
3
7
k、
川
ゴ
く
や
っ
マ
リ
穴
の
？

4

め
つ
宍
．

大
京
り
小
芯
り
、

4Aυ
、ぅ
4
中
丸
う
こ

け
づ

L
汁、

ー
で
ー
と
か
斤
五
ハワ

て
を
4

ふ
く
明
い
戸
フ
寸
リ
下
、
と
り
フ
「
L
よ
り
。

vー
の
殺

大
マ
り
た
。
句
協
、
子
供
台
介
ゲ
、
x
t
L
A
小
舟
り

3
底
思

i
L
X
芳

果
、
外
験
l
F械
り
で
は
、
次
の
よ
う
十
以
符
ル
（
回
ハ

州
川
た
く
で
ん
ハ
7
の
引
パ
め
か
っ
た
。

子
供
は
子
供
本
り
に
、

r）

x
く
↑
間
一
一
唆
乏
せ
り
け
っ
ぱ
り
俣
フ
寸
・
想
像
力

ー
さ
し
オ
レ
斤
ア
サ
リ
や

人
る
ご
V
U
4

と
知
ブ
寸
り
3
A
γ
り
？
主
ぷ
く
、

ハ
「
え
州
／
リ
だ
っ
大
ハ
ザ
、

て
ん
る
γ
」
ご
に
住
子
フ
介

斗
1
0

、
〉
内

iZ控
阜
の
下
日
以
3

つり
7
d所
為
台
。

山
寸
ぴ
。

……殿一被臨統一一総…裂い一刷機一一統一紘一難問

弘－M
－

J

パ－VLM
h
h

↑・KLU
日ドh

b
r

品川FHいH
・

H

－
u
’P

・
M

・－HJNJ
d
r
f
d
p

品
E

日目的・…山山一一………
－一日比－
m
t
日・λ品川札何穴川町
・
k
l
m
p

品政附V
M

一恥ん一－－
n

…－ueN
U

－
M

。
自
然
が
よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
潟
県
河
の
浅
い
と
こ
ろ
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
を
は
っ
て
、
海
水
の
，
よ
ど
み
’
を
つ
く
り
、
ア
サ
り
の
税
貝
を
効
問
問
的

に
斜
焔
、
録
取
す
る
方
法
が
見
つ
か
っ
た
。
県
水
腹
部
と
水
時
間
以
験
場
が
開

発
し
た
ユ
ニ
リ
ク
な
，
原
始
的
判
州
地
漁
業
’
で
、
五
十
七
年
度
か
ら
船
備
、

木
市
民
凶
両
市
内
の
＝一
漁
協
に
Mm助
金
（
総
制
五
百
万
円
）
を
出
し
て
生
必
に

泊
手
す
る
。

－
．
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来
や
闘
。
恥
初
等
介
会
、
リ
所
。
二
、
潮
の
え

バ
爪
介
い
し
介
に
朱
り
当
た
円
、
ノ
4

ふ
り
苅
e

一
三
、
杭
の
つ

け
取
り
下
て
て
の
ま
あ
り
。

囚

ノ
リ
か
N
P

？
何

介
介
あ
ゴ
時
ぱ

ν1・の
下
。

一
虫
、
洛
茸
介
広
マ
d

料
パ
引
し

U
A
上
め
よ
う
る
こ
ノ
光
州
ハ
夜
リ
失
～
く
れ
た
の
？
男

冶
TJ
冷

dv
躍
の
元

。こ人／；ζこてつづい．．，そrドに Lえを、今七亙きでて、、う Ll_やはリ、引丈付人の緑駄の結果は勘定つ寸 ＼） .4介フ宍のた＼
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’t ふ、
ヲ、
人

ム
の
や
す
、
う
す

x
f
・品
川
ぽ
、
タ
オ
の
、
主
時
半
寸
斤
ハ
ヲ
久
時
ご
ち

γあマ
d
e

今
鵡
介
だ
〉
」
、
夕
焼
け
で
空
芝
残
め
主
寸
一
刻

芭
未
く
淀
フ
マ
リ

3
．
ま
だ
宏
、
リ
日
程
勾
リ
け

・
れ
い
｝
在
、
か
ド
リ
太
田
介
の
mr
↑h
h

ん
か
ト
広
ぁ
，
X
E
M

う
与
白
。

こ
の
時
向
、
毎
日
決
フ
マ
、
弘
明
続
的
判
団
市
川
の

勺
い
そ
L
mざ
し
で
コ
ー
ヒ
ー
芝
刈
恨
み
、
軽
リ
食
、

五
s
て
し
マ
り

3
。
毎
日
立
汰
フ
た
時
雨
に
、
ヌ
つ

↑～～
“￥
川
下
、
、
亡
の
同
い
ミ
vk介
、
少
の
や
爪
日
て
コ

マ
何
よ
り
の
叫
ご
す

Y
フ

u

？
易
リ
、
ん
は
芯

ラ
ホ
川
前
官
’
ぞ
に
や
す
れ
フ
ぐ
の
？
あ
3

．

ー
か
l
＼
ど

t
Aは
、
求
め
た
さ
の
で
は
ぷ
く
、

決
め
た
芝
の
で
ぶ
仁
志
く
、
伺
い
〉
の
作
為
の
結
果

パ
よ
り
マ
泳
三
に
さ
の
で
司
石
川
。
た
た
と
『
コ

リ
ヅ
ホ

3
hパ
け
で
本
は

（
寸
り

3
台
け
で
、

ー
双
山
両
し
る
の
で
お
，
3
．

今
回
さ
干
潟
？
激
l
リ
作
業
さ
L
た
。
昨
日

さ
そ
、
フ
た
っ
た
。
マ
（
マ
明
匂
ぷ
に
そ
う
下
あ
3

。
毎
日
間
1
H
L

ミ
〉
」
左
ゃ
っ
マ
り

3
．
返
り
日
、

，
ゅ
刀
、
＋
パ
リ
周
の
句
、
一
耐
の
B
p
b
、
い
句
、
求
、

ヨ
三
野
、
首
寸
の
布
川
、
土
ノ
ウ
袋
、
一
一
輪
車
、
ス

コ
U

ソ
プ
、
♂
伎
の
ん
7
h
ぬ
ぐ
り
、
プ
ノ
会
長
ぐ
っ
〉
ν
才

ム
4
袋
、
介
ラ
ス
、
石
、
カ
ワ
－
フ
、
リ
マ
ノ
ん
本

下

4
3、
り

3
ん
本
燃

λ
カ
ス
ぷ
で
、
」
包
国
向
い

介
こ
川
ハ
ぃ
v
～γ
｝
つ
ね
州
ん
下
リ

3
。
度
々
〉
」
ゆ
っ

U
Q
凶

U
π
l
h
M
O
（

A
V
K
H

×
ゐ
ふ
）

e

、，
．，

Z
0・

ァ168-;

1122.3.3 

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

一仰

三

市

川

市

本
北
方
二
i
三
五

t
六

一

4

一寸幻

電話つ店主一
ーー
＝一八
l
六
六
六
八
一基回（

内
相
会
木
森
田
一
一
一
、
亙
会

一
日
三
時
陶
ぐ
h
h
J
U
Aペ

7
友
り
り
。
長
丁

場
一の
、
毎
回
の
こ
之
、
カ
は
久
A
W
B
今
て
冷
J

弓
た

3

う
介
。
攻
め
B
、
え
の
こ
V

し
左
足
当
ん
ゆ
、
金
J

爪
吻

3

ま
で
、
く
た
怖
い
札
果
「
t
7
G
ま
で
カ
一
旅
で
き

3
そ
の

マリ
3
．

マ
は
広
リ

9

毎
日
ス
コ
サ
プ
オ
、
錆
明
寸
一
面
赤
茶
号
－
K
るウ

「
I
U
3．
一
輪
車
の
鉄
骨
収
介
、
各
日
チ
i
＼
ず
つ
鋳
伽

寸
、
く
セ
リ
、
成
μ
リ
寸
け
／
＼
め
介
、
勺
か

30

干
潟
の
清
湾
、
川
以
，善、

Y
L寸
A
M
一尽に
l
＼

3
、
愛
’

堵
山
下
夕
、
の
ほ
介
、
倫
之

K
せ
よ
号
外
に
せ
よ
、
唯
一
人

工
（
寸
こ
の
h

E

宏
一
定
の
行
的
刷
、
代
つ
り
だ
さ
の
は
り

十ふり。

R
一
及
で
さ
や
供
同
晴
、

yれ
は
、
全
固
め
に

見
「
ト
モ
安
乏
し
た
す
電
の
で
あ
ミ

一
日
・
句
徐
州
支
介
内
決

3
半
、
品
加
渇
円
八
、
入
り

3
‘
体
の

叫
ん
’
ま
下
潟
一
か
～
と
か
H
t

・－L
h

の
込
ん
で
く
す
。
〉
」
ヲ
け
そ
う

で
あ

3
。
斗
潟
マ
句
、
あ
り
℃
あ
付
J

ゆ
J
3
7－の介、

代
リ
に
、
み
人
る
仏
ム
マ
り
く
よ
う
だ
。
ち
A
m
リ
、
ざ

っ
ぱ
り
、
ぼ
つ
か
ほ
今
に
ぶ
つ
マ
企
寸
、
く

3
．
金
・
仇

ぎ、
W
A、
マ
ミ
芳
恥
芝
、
￥
L
I
「
，
、
、
フ
フ
〉
」
う
（
リ
気
持
を

ス
り
一
ア
ミ
ア
、
℃

茜
色
の
qJ燥
の
平
、
町
め
血
！
介
じ
J

埋めよ
A
一
（
対
ヘ

芝
、
山
内
、
夜
り
け
た

3
ヤ
℃
ほ
の
ゆ
ゅ
の
缶
、
タ
の
れ
は

、
ー
り
x
t
Lか
じ
ヘ
X
享
左
足
ぃ
コ
す
。
ー
こ
ん
す
め

あ
L
，
寸
リ
ハ
フ
つ

L
や
り
ま
せ
え
し
．
事
国
、
向
い

時
引
に
向
い
こ
の
よ
言
葉
ー
い
り
1

乃
り
変
っ
「

f
k

フ
j
ヒ

l
t倣
も
。
ノ
い
か
ハ
コ
砲
へ
入
り
つ
「
L
U
〈
の
か
、
ゆ

か

3
。

J
A
i
l
、
今
日
返
り
つ

L
ょ
う
け
ん
め
り

や
コ
宍
じ
Y
」
田
川
う
。
寸
〉
し
か
あ
3
か
円
、
ノ
、
毎
日
激

ー
リ
件
業
介
政
来
す
ん
い
パ

llu、
1Zの
人
、

A
塾、つ。

倉＇I 干1/

r 4io.6.3 
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午
前
中
－
、
す
ょ
っ
Y
」
立
ぢ
守
ヲ
み
た
ヲ
、
ご
い
つ
ん
の

厄
り
？

L
花
、
勿
論
す
ぐ
亙
L
マ
み
ち
ま
l
t
h
Q

問
、
－
ヤ
人
、
ス
ジ
金
入
り
の
山
代
交
は
、
さ
は
や
ヘ
）
九
広

こ
〉
＼
ぐ
う
リ
寸
へ
の
カ
ヶ
パ
L
．
そ
う
で

I
Kう、
U

U

工
？
か
あ
、
さ
し
で
す
ゐ
、
こ
れ
ア
予
っ
宍
人
陶
介

、
ミ
ホ
土
日
え
た
ん
代
々
か
介
り
カ
リ
〔
寸
り
た
リ
、
・
た
つ

7
り
九
リ
、
ム
こ
／
マ
ク
’
Z

／
ヤ
（
寸
り
マ
d

の
す
し
知
っ
た
Q
J

、
そ
の
人
恥
問
、
ピ
人
本
K
よ
3
こ
々
が
」
マ
ノ
う
、
渇
た
じ

てほほ、勺んちゃ円
3
う
℃
、
子
、
ぅ
閥
復
す
す
v
A
1
り
？
す
。

谷
理
一
－
一
丁
目

2
川

ヘ
ク
リ
ー
ム
作
t戦
千
二
百
J

ル
同
パ
区
V

h
N
ハ
フ
＋
門
戸
い
コ
、

／谷津子潟 j；色信元ら

づ
ま
ん
石
リ
ド
u
怜
Y

＋
ふ
り
？
す
行
．

1 、) 

本山ぷオ事てん元J
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ふ、
｜づ、

人
とか

生
d

一

6

一
谷
津

干

潟

愛

設

一介
吃

今

川
w
一l
j

一

・

一

・
l

aJ

一二
却

一
エ1
1
5
k

ワ

一
日

一

－T
n
軒

目

一一
点
一け
た
計

三

幹

一

山一
立

引

「
止

海
条
森
田
三
杯

一川
市
川｜一山

Lf
山
．ド

a

、：
H
Hr

…仮・
1

お
谷

コ
＼
＼
＼
の
下
に
、
J

ぺ
＼
山
川
リ
ぷ
秒
か

函
介
之
州
人
ι日比
h

以
の
為

K
徒
つ
下
、
砂
引
1
・広
，ゴ
。
ど
｛
本
介
‘

託
制
り
堤
同
品
川
く
ず
ふ
、
波
吋

lyフ
三
次
品
川
「
L
－末
↑
だ
の
寸

あ
3
。

E
く
、
苦
手
潟
は
、
寒
川
つ
り
灰
色
句

b
Tあ
フ
売
。
ス
コ
リ
プ
？
旬
紘
一
つ
寸
、
り
く
之
、

一
A
恥
’Q
J

介
断
宿
三
ぷ
っ
寸
別
人
〈
代
忍
つ
づ

k

リ

3
。
止
B
の
般
の
方

斤
右
手
品
川
小
マ
く
、
カ
こ
を
よ
く
フ
い
リ
マ

U
3

．

居
1
5
y」
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。
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．
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反
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葉
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7
hざ

た
今
ニ
た
の
？

Z
3。
－
溢
リ
か
介

J

リ
の
手
伏
た
す
た

3
－つ
Y

」
関
川
フ
つ
、
子
、
》
く
マ
〉差
是
り
の
こ
〉
』

Z
誌

－
＼
だ
。
ど
（
ー
だ
い
フ
牢
L
＋
ふ
け
っ
マ
リ
に
ノ
l
卜
に

〔
寄
り
に
詰
ー
た
ミ
〉
ぞ
幸
宅
込
七
の
吋
L

十
め
っ
た
ず。

寸
志
人
？
？
し
〉
」
向
リ
た

y
、
当

J

款
の
沼
態
寸
、
支

主
に
浴
芳
子
泊
お
の
こ
〉
」
と
調
州
、
～
J
よ
う
に
す
め
ホ
た

γ
）
の
と
℃
？
あ
っ
た
。

ー
＋
砂
ト
マ
ん
、
ぁ

su机
・
の
ゑ
治
宝
ー
に
の
フ
寸
り
す
党

留
に
、
や
、
浴
津
干
潟
フ
マ
岳
唱
す
り
だ
所
介
あ
コ
の
a

s

l

L

X
、一『
F
フ
。
寸
ヘ
、
z
l
、
℃
ホ
、
す
よ
コ
〉
し
回
え
4
1

2
L℃
糸
は
頼
ん
だ
。

νL休
は
、
芝
田
却
京
ふ
γ

フ
た
っ
私
た
す
の
習
す
心
芳
下
L

V
」
り
う
本
？
↑
の
フ
’だ

．
ぷ
コ
ほ
れ
〕
、
中
、
J

ゃん
，ve〕
寸
々
津
干
潟
L
X余
寸
U

xh山．符
守
人
、
官
マ
ん
は
4

々
の
よ
、
フ
る
と
〉
」
占
と
害
り
寸

が
＼
寸
γ匂

tA介
り
フ
た
り
、
℃
う
し
た
フ
マ
り
う
ん

た
つ
e
L
Y
B忠
り
で
l
L
ょ
う
・

Y
の
一
通
り
？
十
ノ
。

L

か
（
、
ご
A
h
に
は
で
J

」
コ
て
ま
明
〉
し
U
う
す
、
つ
片
ノ

オ
あ
コ
人
主
九
H
A
A
刷
、
ま
あ
、
囚
1
王
i
d削
固
ま
マ

は
？
す
命
、

x
h
k
今
く
す
た
彰
一
中
の
刊
符
物
で
ほ
、

た
て
え
M
V
為
殺
（
づ
〉
」
フ
「
L

み
7
ど
に
、
央
図
ゆ
央
九

h
？
す
か
、
寸
一
谷
津
干
潟
L
X
均
d
A
－

A4mな
？
っ

け
ぷ
か
フ
＋
円
九
時
代
’
か
殺
リ
マ
夫
人
で
す
よ
。
た
た
の

。
、
空
白
い
し
か
ぶ
り
Q

J

A

－
⑥
は
均
固
た
X
J
A
を
か
ん
介

、
た
六
め
情
水
を

h

た
け
L
か
ぶ
リ
の
？
巧
v
d
b

せ

りザ
）リ
ー
丈
広
告
冴
水
面
し

L
E－－ほめ
A
か
つ
だ
め
JT巧

マ
d
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一ノ勺

末
、
ぇ
郊
官
l

央
区
日
本
格

浜
町
j

A

l
仰
1
4
f

巨
人

V
f
合
弁
の
尺

〈

谷
連
l

泣
閑
－

v

カ
ウ
、
J

ト
ハ
鳥
Z
一
箱
崎
炊
ご

γ
」
に
欽
l
入
マ
d
C
Y
〕
）
め
状
術

に
b
リ
マ
は
、
企
図
的
に
だ
）

ト
り
プ
レ
州
、
ル
が
ん
ヲ
う
・

得
意
干
潟
の
涜
リ
宙
却
の
調

査
？
芝
、
準
一
直
＋
薮
入
マ
ヤ

つ 日寺 J 
マ｜恥 X
l l＂こ
ま、 3
うた；y
のつ干

l＇＇井 I(¥.
あーニよ
玄 人 り

l＇‘ぎ
や忽

谷
浩
干
潟
V

」
末
突
発
埋
め

、
亙
寸
対
の
逮
ソ
色
、
〉
］
環
境
の

変
化
、
万
川
氏
一
は
ご
体
時
ヤ

、
か
こ
｛
り
す
人
は
伶
に
け

ぷ
け
。

p
m
h
m
p
T
大
手
当
時

庁
ゲ
、
長
足
淘
ロ
一
度
（
同
暖

B
U
、
日
本
格
介
ド
フ
パ
イ
ク
寸

－Aり
殺
伸
／
つ
り
す
の
で
お
J3

．

事
裂
の
ふ
l
リ
総
長

Z
経
ヘ
、
λ

戸
フ
は
盲

h
h

ノ
殺
や
l

マ

リ
ゴ
。
台
い
つ
の
客
足
芯
守
、
全
マ

自
費
？
、
調
査
乞

L
寸
り

3
．
こ

の
人
の
加
に
、
浴
津
干
潟
Z
調

査
L
Kさ
フ
℃
試
み
た
、
団
体
あ

す
リ
は
句
人
は
、
ヰ
ふ
た
る
り
の

？
や
め
ま
。
品
尺
一
霊
友
人
？

Z
り、

一
波
介
↑
ト
か

3
Nゆ
か
リ
？
あ
マ

d

D

通
う
の
に
束
、
か
っ
士
内
外
ハ
Ys然、

ヲ
た
。
亡
、
〉
介
リ
つ
ま
寸
色
無

事
故
千
男
、
寸
綬
l
り
γν

利
3
．

京
電
鉄
・
孝
一
番
介
、
巨
人
宅
ぞ
・
祥
の
山
火
？

あ
3
～
＼
〉
」
は
ふ
外
リ
か
い
フ
れ
寸
り
広
り
．

こ
こ
は
現
在
、
来
洋
一
〉
」
リ
ゃ
れ
3
せ
界
各
国
の

パ
ラ
ホ
集
め
7
A
4に
パ
－
フ
歯
V
】
＋
ふ
っ
マ
リ
言
。
本
介
ケ

ヰ
竹
内
九
フ
士
ト
埼
ハ
は
ま
六
、
ム
フ

め
パ
一
フ
配
は
全
く
芯
く
、

、
ス
り
背
T
はいつ
Y

」
努
界
か
え

未守
d
m
A
友
の
グ
一
ア
ゥ
・
／
い

か〉
7
、
フ
く
り
舟
フ
マ
り
た

。
す
ぐ
講
に
は
鴨
訴
ス
一
ア

1
3
5め
フ
た
。
野
ば
片
d

k
主
フ
ゾ
ぃ
、
目
前
広
治
が

あ
っ
寸
干
お
hm，
介
た

l
hソ
〉
い

沖
ま
で
殺
・
リ
マ
リ
ベ
漸

の
杏
ガ
気
持
よ
か
フ
穴
。
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U
寸

凶

u
π
i
いロ

十
時
1
十
時
半
吸
ア
パ
ー
ト
芝
大
コ
、

ぜ
ん
天
久
市
し
を
、
ヤ
ル
気

3
4焦
に
駒
係
忍

〈
、
一
介
印
刷
す
介
ゴ
ラ
オ
暗
ガ
ゴ
う
か
、
山
知
初

貝
b

検
秘
的
山
に
必
A
3
ミ
ゼ
代
－
L
「
L

リコ。

八
円
フ
岡
山
小
〈
峠
ノ
リ
怜
Y
7
d

介
ぱ
、
場
所
内
W
A
具
合
・

体
調
時
向
句
、
川
、
め
ゆ
V

J
－
一
表
会
談

L
9

袴
紙
面
え
図
で
決
ま
コ
寸
L
き
つ
。
が
は
フ
く

ブ
く
二
フ
寸
り
す
、
ー
ヤ
ル
魚
介
4
A
7
介
ハ
ヲ
、

行
く

X
V〉
め
に
は
一
一
児
Z
J
7。
介
、
一
一
見

方
。
三
の
一
連
、
つ
ま
リ
五
十
%
は
、
寸
行

く
介
ヘ
ヤ
ル
気
介
放
す
の
方
」
之
さ
4
3
・入ゴ

ピ
。
二
U
兎
味
マ
の
、
令
九
壮
マ
あ

J
「

d
。
要
寸
ノ
コ

に
、
、
ル
コ
ト
介
固
め
か
介
川
、
，
J

、
Y
（
の
為
に
ぷ

コ
ゼ

，ば、

A
羽
ツ
焦
ち
に
か
か
の
同
ノ
ナ
、
ケ

ー
で
、
後
五
寸
寸
リ
守
、
た
り
の
寸
事
ノコ
．
れ
用

L

寸
マ
た
り
の
？
あ
コ
。

次

、

寸

リ

ν
f
L
L
P
M
L
η

北
橋

hw団
内
内
）

へ
入
コ
‘

γu
に
介
く
が
ん
、
行
フ
マ
、
入
U

3

寸
、
こ
フ
寸
…
コ
ー
ヒ

iγ
徴
七
P
L
は
じ
ノ
〈

ー
た
念
字
念
。
ど
｛
う
、
更
す
コ
に
、
M
A

よ

め
生
－
ハ
に
従
フ
寸
や
一
糸
川
M
U
い
勺
の
さ
め
ノ
コ
。
く

℃
り
介
A
Pん
の
た
み
に
さ
う
て
及
、
天
気
の
R
L

E
M
－
－
ャ
、
ル
永
の
局
～
掛
川
‘
ム
の
明
暗
、
句
左
足

フ
つ
り
ょ
う
介
、
芝
居
L
の
治
信
川
、
体
調
り
知

旬、

νー
の
？
3
ど
＼
－
－
V
L
A
は
ど
（
休
ご
り

。
あ
コ
介
ま
〉
に
（
寸
、
認
め
、
せ
受
l
、ル一同

一寸為の4足以・改妥ロ・清畑何！

ぢ、

メC
C' 
介｜マ8,
一
1,2ネ3,1十

紘一行
ふ沖
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Av
h

×
b
b
 

う
と
て
？
ぉ
↓
d

．

主
々
左
決
、
つ
、
現
肉
、
千
羽
刈
へ
符
〈
．
活
介
、
入
コ
む

と
に
介
／
A
、
活
介
、
人
7
のがハ・

1
お
り
フ
、
森
山
W
づ

、
、
ヮ
ロ
／
＼
等
、
ョ
ロ
／
＼
す
コ
ぷ
ヲ
ー
者
か
え
ヲ

ヲ
穴
ハ
H

フ
活
介
、
入
3
1
づ〆
L

．
て
人
志
湖
「
φ

？干の
3
．

〉今
kl
マ
弟
介
λ
コ
ゼ
、
ー
は
あ
戸
」
『
フ
、
マ
ル
L
引っ

ゑ
U
L

．
そ
う
で
す
ぽ
ヤ
人
、
ヤ
ル
ん
気
合
併
す
介
気

け
介
は
、
〉
勺
l

、
ミ
で
、
そ
の
時
に
決
め
爪
M
M
U

リ
人
寸

す
よ
、
や
せ
そ
ち
す
っ
こ
〉
」
は
あ
り
ま
せ
ん
‘
合
札

口
追
尾
忠
か
か
V
J
左
リ
で
L
ょ
3
q

囚
時
半
、
我
爪
寸
、
、
汚
小
寸
、
手
λ
「L
、
時
限
介
添

っ
寸
＼
品
川
渇
へ
γ」
ふ
い

A
木
ue

生「
k

－X寸
け

そ

L
ざ
し
ヘ
。

ん
身
一
析
の
ん
、
R
U
J
摂
労
℃
／
九
フ
ヲ
キ
＼？
、
コ
ー

ヒ
ー
℃
食
事
の
私
三
埼
可
、
ゴ
ー
デ
ニ
？
イ
ム
だ

ご
の
時
に
、
寸
あ
あ
l
、
何
台
か
ん
か
ハ
あ
っ
十円トけむ
、

八戸
フ
円
「
は
終
フ
九
人
戸
、

八戸7
B
の
ωmM
リア」
L
寸
、

M

八戸ブ

円
一
～
同
一
の
印
公
民

X
Lょ、
っ
し
、
そ
ん
な
忍
リ
A

U

A
匂

州

、

「

ー

だ
Y

と
＼へ
み
上
げ
〈
戸
フ
日
一
円
一
芝
ご
ぢ
V
J
フ
で
ま
L

寸
寸
広
一
位
ー
い
に
ふ
ゴ
の
？

1jp

帝
人
xc
－
合
史
せ
せ
ず
に
、
ぞ
の
ま
人
ま
仏
℃
ま
〉
〕
め
に

L
寸
、
引
き
ヤ
ヨ
フ
マ
リ
フ
ヲ
ア
つ
め
？
あ
コ
a
Y
7
i爪

勺

J
K、
気
Z
使
っ
寸
法
人
寸
り
た
・
勺
、
。
枝
ぃ

1
き

や
〉
ぐ
パ
コ
リ
に
め
帽
で
ま
え
、

A
Lい
つ
フ
寸
長
〈
。

マ
マ
‘
コ
i
ヒ
i

中
v
f

」
斜
悼
み
、
腹
か
ふ
く
れ
コ
工
、

時
間
忠
、
マ
ル
久
介
牛
久
「
L
来
7
め
台
、
府
代
の
人
は
り
叫ご

知
片
ノ
ず
、

γ
」
に
介
く
が
小
川
以
ヅ
、
ヮ
ぶ
の
か
。
A
つの
糸
に

は
、
む
人
る
謀
議
や
費
z令
リ
ゼ
．
ミ
の
土
史
め
・

動
物
め
糸
件
介
帯
一
、
λ
M
W
、
’自
然
ノ
九
護
一
え
そ
℃
ソ
ヱ
－
E

来
は
U
h「
J
4
A

リ
＠
ー
ア
ト
は
オ
レ
に
仕
叱

3
し〉」り
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こ
の
γ
〕こ

3
、
力
、
／
パ
か
潤
突
す
ま
l
t八
。

欣
押
収
マ
ん
、
ニ
斗
同
・
一
種
田
で
人
、
二
十
向
。

守
町
一
不
マ
ん
、
ニ
ノ
寸
円
b

u
八
土
、
主
婦
の
方
。

後
一
泳
マ
ん
（
山
守
指
匂
市
川
守
八
在
）
、
一
千
円
、

｛
主
十
ム
応
せ
ん
、
五
千
円
（
皮
ウ
b

ス
・
望
遠
銭
）

x
i
l「
L
今
ノ日
（
十
、
一
入
国
〕
、
、
T
Mハ
で
人
、
一
与
十
同
。

一
Jm失
責
マ
寸
中
前
川
之
、
二
4
｜同．

－

mヰ
l

忘
勺
併
、
害
り
「
t

芯
リ
人
介
リ
ま
l
六
5
A
m

Q
J
せ
寸
下
で
り
．
す
ぐ
主
同マ
ま
す
す

5
．

ど

L
A
I
Lす
ゐ
、
V
4
6

・
、
の
、
フ
ち
才
、
＼
＼
矢
代
〉
」
し

マ
の
砂
金
介
、
ご
ぺ
二
十
内
政
来
た
わ
け
？
す
。

く

Z
0・

こ
ん
広
角
に

J
フ、
J

し
か
占
め
て
d

中
－
〈
ば
夫

4
の
、
フ
セ
ノ
ム
ベ
コ
知
つ
マ
リ
ま
L
た。

一ア、

γ
か
あ
3
）
汗
ば
、
本
企
点
λ

瓜
釦
γ
」の高況
で
す

q

不
文
殺
宍
匂
ゴ
ミ
の
ム
之
、
y
t
A
こ
そ
次
を
て

と
双
吟
。

l

寸
、
ふ
渇
ぃ
品
ハ
ケ
／L
ず
つ
谷
才

近
面
的
〈
～
パ
ヘ
約
っ
マ
リ

っ
た
時
に
、
i

初
A
WつL
え

つ
け
↑
に
冷
け
？
す
。

詮
弁

J

介
植
え
た
の
介
が
し
か
ホ
芯
り

L
、
必
削

よ
く
あ
っ
六
よ
う
に
、
持
「
k
h
h

ノ
ム
爪
桔
太
広
で
の

中
い
夫
ま
く
－
フ
、

J
2フマ
、ど
l

点
介
叔
ブ

リ
寸
干
の
ま
〉
生
き
「
L

買っ
7
L
ま
っ
だ
の
T

I
l
－
－
ょ
う
。
こ
ん
芯
所
に
、
ラ
、

J

，
汁
あ
コ
ぷ
人
寸

で
ノ
ょ
っ
モ
ヂ
白
b
り
〉
」
足
リ
ま
叱
ム
介
．

不
足
モ
ヰ
を
つ
け
ず
、

ν（
コ
〉
し
こ
の
ま
ヲ
代
し

7
L
＋
が
を
ま
l
＼
－

J
〉
．
白
人
、
マ
リ
ま
L

Jフ。

幸
U
、
－
フ
ム
の
下
の
砂
は
き
小
り
だ
（
、
ゴ

ミ
の
仏
ま
で
わ
ミ
氷
の
巾
介
巧
ツ
ま
す
。

カユ／ぐれ工、こ料、SIコニ、、報告でtL'Jiでます。

ナ
一
ノ
ウ
ム
夜
、
今
／
L
た
ゾ
し
守
的
〈
寸
囚

T
同
（
一
つ
）

以
上
す
3
ん
で
す
。
森
田
は
、
あ
き
こ
す
救
L
ま
し

寸
、
百
以
上
買
う
ピ
、
一
ウ
二
十
六
月
の
な
さ
足
つ

け
ま
L
た
o
y
Lっ
す
コ
ゼ
一
一
A
ニ
ノ
十
円
か
正
、
四
百

四
十
三
灸
ぎ
買
え
す
の
で
す
。

す
ご
リ
で
l
L
J
っ
、
ぷ
亡
、
マ
フ
A
L
く
フ
「
L
、
フ
恥
し

く
フ
マ
、
ゴ
ミ
り
フ
ぱ
リ
玲
フ
す
ゃ
あ
う
だ
丸
っ
マ

ゴ
人
千
す
。
入
、
＼
＼
々
々
イ
寸
イ
；
、
山一一
L
で
す
介
、
森
田
、

ゴ
ミ
の
丈
、
河
川
之
更
、
愛
の
恒
蚊
芝
芳
丸
、
色
い
フ
の
フ

ー
ド
コ
ロ
具
合
mw
こ
の
三
者
、
田
川
U
あ
ぐ
ん
か
ん
＼
」
℃
何

回
さ
お
り
ま
L
た
。
人
之
、
何

J

国
モ
マ
す
。
寄
マ
ん
＼

こ
の
囚
百
四
寸
三
人
ゆ
で
、
了
、
＼
＼
の
本
丸
＋
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